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1ICANN85 政府諮問委員会（GAC）の結果概要

 2026年3月7日（土）～12日（木）

 184の国・地域と41の国際機関等で構成

 会合における主な議題
 DNS不正利用（DNS Abuse）
 WHOIS登録情報の取扱い（WHOIS & Registration Data Issues）
 New gTLD 次回ラウンド

1. 概要
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 ホスト国発表：NIXI（インド国営IX・ccTLDオペレータ）のDNS不正利用対策アプローチ紹介

 DNS不正利用対策PDPについて情報共有。今後の対処方針を議論
 関連ドメイン確認のPDPについて、よいスタートを切れた一方、期間の短縮が望ましい
 PDPが予定されるドメイン登録時のAPIアクセス制限（ドメイン名の大量取得によるDNS不正利
用を抑制する）や、そのほかのDNS不正利用対策（ドメイン生成アルゴリズムによるボットネット攻
撃への対策、予測アルゴリズムによる早期検知、レジストリやレジストラによるDNS不正利用の報
告義務・制度等）についても引き続き取り組むべき

 TNN（Trusted Notifier Network・香港の非営利法人）より、Trusted Notifier（予め不正利
用報告者と合意を結び、不正利用への対処を迅速化するICANN契約外の取組）に関する同法人
の取組や今後の構想について説明。GACもこれらの取組の重要性を確認

 ドメイン登録者の連絡先検証における15日間の猶予に対して、今後対策を講じるべきである旨強い意
見の表明があった。コミュニケにもその対策の必要性を明示

DNS不正利用対策（GACセッション）
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【参考】 TNNの概要（発表資料より抜粋）
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レジストラや専門家含む関連コミュニティからの主な意見：

 データ保護法令遵守や法的リスク低減のため、各事業者は必要最低限以上の情報保有に慎重であり、
非公開のデータや内部調査結果等を第三者と共有することは基本的にない

 フィッシングのキャンペーンでは同一のレジストラが集中して利用されること等から、関連ドメインチェックによっ
て不正利用が発覚しやすくなり、また悪用するような相手との契約をコスト面から抑止する効果がレジスト
ラに対して働く

 不正利用に対するクレームへの対応コストの削減の観点から、悪用につながるドメインの登録を減らすこと
はレジストラの利益に沿う

 不正利用の発覚だけでなく、盗難カードの利用の通知等についてもチェックの端緒となる

 外部からの情報提供等だけでなく、内的要因やレジストラとホスティングの関係性も調査の端緒となる可能
性がある

 不正利用されている証拠が得られる前にドメインを停止することは、当該ドメインに関するメール等の諸機
能も停止するためリスクが大きい

 ウェブサイトが改ざんされ不正利用される場合は、チェックの対象外とすべきである vs.

 そのような事例でも被害者の早期救済や被害の拡大防止の観点からチェックが有用である

DNS不正利用対策（GAC DNS Abuseセッション外）
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 SSAD※２の検討に関して、GACの対応方針を議論・共有：
 これまでのRDRS運用経験を踏まえた追加勧告策定方針を理事会が決定したことを評価
 引き続き、請求者の利便性を意識した中央集約的な機構としてのRDRSの必要性を強調。gTLD
レジストラ参加義務化、プライバシー・プロキシサービス組み込み、ccTLDの任意参加促進を求める

 法執行機関等の緊急要請対応について、GACの取組状況を確認・共有：
 24時間以内の対応を原則とした対応方針に理事会が合意したことを評価
 実装に向け、新たなPDPは不要であり、理事会及びGNSOは効率的な手法を取るべき
 法執行機関認証メカニズムについて、現在GAC PSWG※３及びICANN事務局との間で調整中

※２ System for Standardized Access/Disclosure: 各国のデータ保護
規制に対応し、WHOIS・RDRSで非開示のデータにアクセスする機構

※３ Public Safety Working Group: GACの下に置かれた公共安全を対象
とする作業部会。各国の政府・法執行機関の関係者から成る

 新gTLD次回ラウンドについて、プログラム概要・申請システム、CPEガイドライン、早期警告実施プロセス
の文書化等について情報共有

 ASO共同セッションで、RIRガバナンス文書検討状況の情報共有。一部の国より、RIR承認・解除プロセ
スに政府等が関与する枠組みを設けるべき旨意見があり、コミュニケでは明示的でない形で調整。

 HLGM※４についてオマーン政府より、ICANN87会期中の2026年10月18日に開催のスケジュール等を
説明。アジェンダについては、IGF恒久化等マルチステークホルダーモデルの促進、ユニバーサルアクセプタン
ス、（AIを念頭に置いた）インターネットのセキュリティ・安定性、ICANNコミュニティとの対話機会の設定
が提起された。今後、アジェンダ設定や各国政府からの参加者招聘に向け調整

 本会合終了時点から次期GAC議長（2026年10月～2028年10月）選挙プロセスが開始
 本会合終了時点から次期GAC副議長の任期が開始（2026年3月～2027年10月）

登録情報正確性

その他 ※４ ハイレベル政府会合。GACにおいて数年に1度開催され、各国政府の閣僚・
高官がDNSやインターネットガバナンス等に関する議論を行う




